
第6学年 社 会科学習指導案    、

日 時  平 成 15年 10月 10日 (金)5校 時

場 所  東 和町立上沢小学校 6年 教室

学 級  6年 26名 (男14名 ,女 12名 )

指導者 三  浦  拓  朗

1 単 元名  3 新 しい日本の国づくりを見つめよう (二つの戦争と日本 ・アジア)

2 単 元について

(1)児 童観

歴史学習には、どの子も興味や関心をもち、意欲的に学んできている。これまでの

学習では、資料をもとに 「考える授業」を進め、特に 「調べる活動」「まとめる活動」

に重点を置き、学お力や考える力、説べたことを発言する力が育つてきている。また、

これらの活動を通して資料を読み取る力も身に付いてきている。反面、既習事項との

関連を考えたり、課題に対する予想を考えたりすることが課題となっている。

(2)教 材観      ・

開国後の国内の近代化を前単元で学習し、国際的な歩みを本単元で学習する。本単

元で、「列強の仲間入り」のための二つの戦争、「植民地支配」「第 1次世界木戦の参加」
「国内の民主主義の動き」等を学習していく。

日本は、「富国強兵」「殖産興業」等の政策をとると同時に、日清 ・日露戦争の二つ

の戦争で 「日本の国力」の充実、「列強への仲間入り」をするため国際的な 「地位の向

上」、そして、長い間苦しんできた 「不平等条約の改正」を図ることが大きな目的であ

つた。しかし、日本は 「韓国併合」や 「植民地政策」等を行い、アジアの人々に日本

が体験してきた苦しみや不満を与えることとなる。

日本の 「近代イし」「国力の充実」のための戦争、そして 「世界に歩み出した日本」を

「事象」と F時系列」を大切にし、そこに関わる 「人々の願い 。思い」を関連させな

がら学習を進めたい。

(3)指 導観

1時間の授業の中に中心資料を配置して、そこから課題を設定し、「既習事項との関

連」「予想」をさせながら授業を展開したい。本単元では、「三国干渉の風刺絵」「与謝

野晶子の詩」「ノルマントン号の挿絵」等の資料を活用し、既習事項との関連を図る補

助資料も有効に活用したい。また、年表の作成を通して 「人」の願いや 「政策」等に

も目を向げさせ、正しい事象の理解を図りたい。

また、人々の願いや政策そして事象が様々な角度に入り組んでいるところでもある

ので、「知らせること」「調ぺること」をはつきりさせながら本単元を進めたい。

3 単 元の目標

日清 ・日露の二つの戦争を軸に、条約改正 ・韓国併合等、日本が歩んだ国際化の経緯

を調べ、我が国が近代国家として発展してきたことを理解する。



4 単 元の主な評価規準

社会的な事象への

関心 r意欲 ・態度

不平等条約の改正へ向けての努力と日清。日露の戦争と国際関係
の変化について1進んを調谷ようとする。

社会的な思考 ・判

断

日清 '日露の戦|

の国際的な地位,

と韓国併合や不平等条約改正の経緯を通して、日本

向上したことを考える。

観察 ,資料活用の

技能 ,表現 傍更唇掛善む房遷選基冨畳岳冒ド警義ズ宮P近ド
しの様子と大陸

社会的事象につい

ての知識 。理解

日清 ・日露の戦争や条約改正の努力および国際問題や国内の問題

について理解する。

5 単 元の指導計画と主な評価規準及び留意点

時数 学習活動 展開の構想 評価規準(※)及び留意点

1

日清

日露

の戦

い

日清 ・日露戦争の経緯と

その背景にある国際状況

を調べながら、日本とア

ジア諸国との関係の変化

についてまとめる。

日本とロシア ・清との

戦いについて調べよ

う。

・風刺絵の人物の月展装や位置,

関係を手がかりにそれぞれの

考えを想像する。

・日清 日ヽ露戦争について調

べる。

※朝鮮半島を巡る日本 ・溝 ・ロシ

アの関係について考えることが

できる。

(思考 ・判断)「発言」「ワークシ

ー ト」

・教科書や資料集を活用させる。

(背景 ・経過 ・結果の観点を与え

調べさせる。)

1

戦争

のか

げと

朝鮮

の併

合

二つの戦争による、国内

の様子や中国 ・朝鮮の

人々の暮らしの変化につ

いてまとめる。

二つの戦争で、日本 ・

中国・朝鮮の人々め暮

らしはどう変わぢたの

だろう。

'人々の暮らしの変化につい

て自分の考えをもつ。

・与謝野晶子の 「詩」に対す

る願いを想像させる。

・戦争に対する日本の人々の

考えや暮らしへの影響につい

て考え、調谷る。

・戦場となった中国や朝鮮の

人々の様子の変化について調

べる。        ′

※二つの戦争とアジアの人々の

暮らしの変化について理解する

ことができると

(知識 ・理解)「ノ
ート」

・「詩」を教師側から解説し、そ

こに込められた 「願い」をワーク

シートに書き込ませる。

・戦中や戦後あ様子から、国内の

人々の思いや願いを教科書や資

料集で調べる。

・講和条約について知らせる。

・「民族独立の願い」についてノ

ー トに感想を書かせる。



1

(本

時)

ノル

マン

トン

号事

件と

不平

等条

約改

正の

経緯

ノルマントン号事件を理

解し、条約の改正に至る

までどのような努力があ

つたのか調べる。

ノルマントン号事件を

繰 り返さないために、

日本はどのような努ヵ

をしたのだろう。

・挿絵を見て、気づいたこと

を話し合う。

・過去の不平等条約の内容を

振り返る。

。「条約改正」について、人々

の願いや努力を調べる。

・年表にまとめながら、感想

をもっ。    ｀

・挿絵の人物に焦点をあて、吹き

出しに言葉を書かせるなど何を

物語つているのか気づかせたい。

口既習の振り返 りができない場

合、タートで 「黒船来航」の学習

記録を振り返えらせる。

※ 「条約改正」の経緯を資料集を

もとに、時系列でまとめることが

できる。

(思考 ・判断)「ノート」 一

・ワークシートに書き込み、考え

をまとめる。

2

豊か

で平

等な

社会

産業や社会の発展につい

て調べ、それに関わりの

ある人物に着目し、調べ

活動を行う。

産業や社会がどのよ

うに発達し、変わつて

いつたのたろう。

,世界で活躍 した人物や産

業 ・工業そして思想に焦点を

あて、調べ、まとめる活動を

行う。

口図や年表を利用しながら、

人物についてまとめる。

※興味をもちた人物に焦点をあ

てることができる。

(関心 ・意欲 ,態度)

※自分の考えた方法でまとめる

ことができる。   、

(技能 ・表弱

6 本 時の指導

(1)本 時の指導 (3/5時 間)

ア ね らい                           →

不平等条約改正の発端となつた 「ノルマントン号事件」について理解し、条約改

正までの経緯を調べることができる。

イ 評 価規準と判断基準

学習活動における

評価規準 (方法)

判断基準

十分満足できる おおむね満足 支 援

土錠含ヒ

表現

条約改正の経緯を

資料をもとに時系

列で調べる。

(ノートf机間巡

視)

資料を自分で選択し、

必要な情報を読みと

りながら記入 してい

る。

必要な資料を友達や

教師に聞きながら記

入している。

資料や読み取

りの方法など

を具体的に示

す。



ウ 展 開

段階 学習活動 支援と評価 (※) 備考

問

題

の

把

握

10

資料 「ノルマントン号事

件」から、本時の学習課題を

設定する。

ノルマントン号事件を繰

り返させないために、日本

はどのような努力をした

のだろう。   、

・資料から気づいたことやわか

ることを発表させる。

・「ノルマントン号事件」につ

いて、簡単な解説を加えたい。
・事件の原因となった不平等条

約につぃてノー トを振 り返り

想起させる。

挿絵

不平等条約の

内容

聞

題

の

追

究

′30

課題解決のための予想を

立てる。

予想をもちながら、日本の

条約改正までの経緯を調べ

る。

調べどまとめたことを発表

しあう。

・どのような努力をしたのかく

どのくらいの時間がかかつた

のか等、予想を立てさせたいる

※ 「条約改正」の経緯を時系列

で調べ、ワークシートに記入し

ているか。

(技能 :表現)「発言」「ノT卜 」

「机間巡視」
・いつ よどこで ,誰が ,どうし

た等、まとめ方を考えさせた

い。

・個人で調べたことを隣同士で

確認させながら進めたい。

・発表を年表形式でまとめさせ

るも

,条約改正の意味や当時の日本

人の思い等も考えさせるも

ヮークシート

ま

と

め

５

本時の学習の振り返 りを

ノートに書く。

・次の観点で書かせる。

① 今日の学習で丁番大切な

こと (わかつたこと)

② 次に学習したいこと


